
第３学年国語科学習指導案 

日 時：令和６年１１月１８日（月）５校時 

児 童：みどり台小学校３年１組 ３３名 

授業者：大根田 博  

１ 単元名  れいの書かれ方に気をつけて読み、それをいかして書こう。 

２ 教材名 すがたをかえる大豆 食べ物のひみつを教えます 

 （計１３時間） 

３ 単元指導計画（ラーニングマウンテン） 

○学習課題（ゴールイメージ）

「説明王に 全員がなる！～神もあるよ～」

○評価の観点

【知識・技能】 

・資料から適切な情報を選び、使っている。

・幅広く読書（資料）に親しみ、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気

づいている。

【思考・判断・表現】 

・「書くこと」において、書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落を

つくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考えている。 

・「読むこと」において、目的を意識して、中心となる語や文を見つけている。 

【主体的に学習 

に取り組む態度】 

・学習の見通しをもち、筆者の説明の工夫を参考にしながら、積極的に文章を書

こうとしている。 

○単元計画

【ステージ１（導入）】①② 

① 目標：変身する食べ物に興味をもち、説明文を読むことへの意欲を高めることができる。

○か「すがたをかえる大豆」を読み、興味をもったことを話そう。

○パワポ資料による「変身クイズ」から、知っていることや思ったことを出し合う。

・パワーポイントを活用（ICT）

○範読を聞き、「すがたをかえる大豆」に書かれていたことを話し合う。

・大豆にはいろいろな食べ方がある。

・他の食べ物についても知りたい。

② 目標：ゴール「全員が説明王になる」を設定し、今後の見通しをもつことができる。

○か学習計画を立てよう（ラーニングマウンテン）。

○これからの学習の見通しをもつ

→ラーニングマウンテンのイメージを知らせる。

☆ゴール「説明王に 全員がなる！～神もあるよ・・・」



【ステージ２（展開）】③④⑤⑥⑦⑧⑨ 

 

③ 目標：文章の役割（初め、中、終わり）を確かめながら、文章全体の組み立てをとらえること

ができる。 

   ○か文章全体の組み立てについて考えよう 

  ○形式段落に分ける。（ワークシート①：全文シート）文章の型を考える。 

  ○「初め、中、終わり」の役割を確認する。（ワークシート②：文章構成図） 

  ○ふりかえり 

    

④ 目標：「初め」をくわしく読み、文章の説明内容にあった「問い」を考えることができる。 

   ○か文章全体の「中心」となる話題をたしかめよう。 

  ○文章構成図に書き込みながら、「初め」の内容をとらえる。 

  ○「問い」がないことに気づかせ、この説明文に「問い」を入れるとしたら、どんな文がふさ 

   わしいかを考える。 

  ○ふりかえり 

  

⑤ 目標：それぞれの段落で中心となる文や接続語に着目して、「中」の書かれ方の工夫を見つける

ことができる。 

  ○か「中」をくわしく読んで、説明のくふうを見つけよう。 

  ○「問い」（あるとしたら）の「答え」になる文が、各段落の中心になることをおさえる。 

  ○「中」の段落は、どうしてこの順序になっているのかを考える。 

  ○ふりかえり 

 

⑥ 目標：「終わり」の段落でまとめとなる文を整理し、これまでの学習したことをまとめることが

できる。 

○か「終わり」を読んで、これまでの学習をまとめよう。 

 〇「終わり」を読んで、多くの食べられ方が考えられた理由や主張について考える。 

 〇これまで学習した内容を、文章構成図にまとめる。 

 〇ふりかえり 

 

 

 

 

 

 

 



⑦ 目標：使われている言葉に着目しながら、各段落の中心となる文や、段落の順序性を考えるこ

とができる。 

  ○か文章全体を読んで、説明のくふうについて考えよう。 

  ○具体的な観点を示し、筆者の「説明のくふう」ポイントを考える。 

  ○もっと知りたくなったことを考え、発表する。 

  ○ふりかえり 

 

⑧目標：教科書の文例について、どのような説明の工夫がされているか考えることができる。 

 

  ○か食べ物のひみつを説明する文章を書くために、ひつようなことを考えよう。 

  ○教科書の作成を読み、どのような説明のくふうがあるかを考える。 

  ○今後の学習計画「説明文を書く」活動の計画をたてる。 

 ○ふりかえり 

 

⑨ 目標：説明文を書くために選んだ情報を比較したり分類したりして、整理することができる。 

 

  ○か説明したいざいりょうをえらび、どんな食品にすがたをかえているか、調べよう。 

  ○説明文として書きたい「材料」を選ぶ。 

  ○「説明王になるための組み立てメモ」（ワークシート③）の活用法を知り、書き始める。 

  ○ふりかえり（これよりグーグルフォームを活用する） 

 



 

  

【ステージ③（終末）】⑩⑪⑫⑬ 

 

⑩ 目標：説明文章を書くための「説明王になるための組み立てメモ」を完成させることができる。 

  ○かずばり、「説明王になるための組み立てメモ」を完成させよう。 

  ○これまで学んできたことをふりかえる。（分かりやすさ、表現の工夫） 

  〇自分が選んだ材料について、「組み立てメモ」に書き込み完成させる。 

  〇説明文を書く用紙（ワークシート④）を選択し、書き方を理解する。 

  ○ふりかえり（グーグルフォーム） 

 

⑪ 目標：組み立てメモにそって、表現を工夫して説明文章を書くことができる。 

  ○か食べ物のひみつを説明する文章を書いて、全員が「説明王」になろう。 

  ○説明文を書く際の注意点や、全体で最終確認する。 

  ○事前に選んだ「説明文用紙」に、説明文を書く。 

  〇早く書けた子同士で、交流をする。 

○ふりかえり（グーグルフォーム） 

 

⑫ 目標：完成した文章を読み合い、互いの文章の良いところについて伝え合うことができる。 

  ○か文章を読み合い、読んだ感想やよいところを伝え合おう。 

  ○交流① 同じ材料を選んだ人同士で読み合い、感想を伝え合う。 

〇交流② 違う材料を選んだ人同士で読み合い、感想を伝え合う。 

〇ふりかえり（グーグルフォーム） 

 

⑬ 目標：学習全体を振り返るとともに、今後の学習や日常生活にいかそうという思いをもつこと

ができる。 

  ○か文章を読み合い、読んだ感想やよいところを伝え合おう。 

  ○ラーニングマウンテンを再提示し、これまでの学習の流れを確認する。 

〇教科書の「ふりかえろう」を活用して、ふりかえる。（オクリンクプラス） 

 

 



４ 本時の展開（１） （７／１３） 

①本時の目標 （  知・技   思・判・表  ） 

（１)本時の B 規準 

  ・文章全体の組み立てをふりかえり、説明文の工夫されている書き方に気づき発言しようと

している。 

 

・事例の順番の意味や文章構成などの工夫について、ノートに整理しまとめようとしている。 

 

（２）本時の到達目標 

さらにもっとさん 

・これまで学習したことを、構成図をもとにふりかえり、伝えることができる。 

・観点に沿った工夫ポイントに着目し、自分なりにまとめることができる。 

・まとめたことを、友達に伝え合い、全体でも積極的に発表することができる。 

まだいけるさん 

・これまで学習したことを、構成図をもとにふりかえることができる。 

・観点に沿った工夫ポイントのいくつかに着目し、自分なりにまとめることができる。 

・まとめたことを、周囲の複数の友達に伝えることができる。 

がんばれさん 

・友達の助言を得ながら、構成図をもとにふりかえることができる。 

・工夫ポイントの一つでも気づき、自分なりにまとめることができる。 

・まとめたことを、お隣さんに伝えることができる。 

 

  



②本時の展開 

 児童の活動 指導上の留意点 

 

導 

入 

 

①本時の課題を確かめよう。（ラーニングマウンテン） 

○か文章全体を読んで、説明のくふうについて考えよう。 

②筆者の説明の工夫ポイントを考えながら音読しよう。 

 ２分間音読 

・本時の目標をイメージさせる 

 

 

・目的意識をもった音読 

・代表児童音読 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③お隣さんとこれまでの学習をふりかえる。 

 

 

④説明のしかたには、どのような工夫があるか、次のことか

ら考えてみよう。 

【事例の順番】 

 ・かんたんからふくざつなもの 

【写真の使い方】 

 ・文章に合わせて写真を配置している 

【文章全体の組み立て】 

 ・「初め」、「中」、「終わり」の段落構成 

【言葉の使い方】 

 ・接続語をうまく使っている 

【段落の組み立て】 

 ・事例ごとに段落を分けている 

 ・大事な文を最初に書いている（段落中心文） 

  

 

 

 

・事例の順番とその理由をはじ

めに復習し、全体で確認。 

 

・その後、各ポイントを提示しな

がら考えさせていく。 

・個人差があるので、３人で確認

する時間を随時設ける。 

 

・児童からの発言によっては、考

える順番が変わる。 

 

 

ま 

と 

め 

⑤ふりかえろう 

 ・筆者の工夫がよくわかった。 

・５つのポイント全てわかった。 

 ・これをいかして説明文を書いてみたい。 

 

 

・発表を聞き、自分も同じように

できたか自己評価を促す 

 

・わかったことやがんばったこ

とを確かめ、学びの定着を図る 

 

・次時予告 

 

 

  



③評価 

 ・説明文の工夫点について整理し、ノートにまとめることができたか。 

 ・文章構成図をもとに学習を振り返って、友達に伝えることができたか。 

 

５ 板書計画 
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③評価 

 ・説明文の工夫点について整理し、ノートにまとめることができたか。 

 ・文章構成図をもとに学習を振り返って、友達に伝えることができたか。 

 

５ 板書計画 
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③評価 

 ・説明文の工夫点について整理し、ノートにまとめることができたか。 

 ・文章構成図をもとに学習を振り返って、友達に伝えることができたか。 

 

５ 板書計画 
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６ 本時の展開（２）（１１／１３） 

①本時の目標 （  知・技   思・判・表  ） 

（１)本時の B 規準 

  ・自分にあったワークシート（低・中）を選択し、目的にあった文章を書くことができる。 

 

・自分なりに推敲をして、友達と文章を読み合い、文章を整えることができる。 

 

（２）本時の到達目標 

さらにもっとさん 

・適切な事例を選び、順序や接続語に気を付けながら、目的にあった文章を書くことが

できる。 

・推敲や友達同士の読み合いを通して、間違いを正したり、アドバイスを伝えることが

できる。 

・書いた文章を友達に伝え合い、全体でも積極的に発表することができる。 

まだいけるさん 

・適切な事例とワークシートを選び、目的にあった文章を書くことができる。 

・推敲や友達同士の読み合いを通して、間違いを正すことができる。 

・友達交流の中で、書いた文章を友達に伝えることができる。 

がんばれさん 

・適切な事例を選び、ワークシートを選び、最後まで文章を書くことができる。 

・推敲や友達同士の読み合いを通して、自分の間違いに気づくことができる。 

・全体交流の中で、友達の説明を聞くことができる。 

 

  



②本時の展開 

 児童の活動 指導上の留意点 

 

導 

入 

 

①本時の課題を確かめよう（ラーニングマウンテン） 

○か説明する文章を書いて、全員が「説明王」になろう。 

②学習の流れを確認しよう 

 

・本時の目標をイメージさせる 

 

・前時でも確認済みなので、簡単

に。電子黒板に写して、ヒント的

に提示する。 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③説明文を書こう 

・２０分間、２４０文字～３４０文字程度 

・書けたら、その文章にふさわしい写真をはって完成 

・自分で推敲する（読み返す、６項目チェック） 

・友達と読み合う（互いに読み合い、５項目チェック） 

・先生チェック（項目チェック、誤字脱字確認、王認定） 

 

④全体交流をしよう 

・友達と読み合う中で、「この説明文はすごい」と思った人

を推薦する 

・説明文を「ぜひ読みたい」人が、発表する 

 

支） 

・電子黒板の文章 

・アドバイスの場 

 

 

評） 

・組み立てメモにそって、説明文

を書くことができたか。 

 

 

ま 

と 

め 

⑤ふりかえろう 

 ・タブレット（クラスルームからフォームへ入力） 

・全員が入力後、電子黒板に投影する 

 

 

⑥まとめの話を聞こう  

・今回の学習を次に生かせるような話をして終える 

 

・発表を聞き、自分も同じように

できたか自己評価を促す。 

 

 

 

 

・全員ができなくても、おおいに

ほめておわる。 

・次時予告 

③本時の評価 

・適切な事例を選び、順序に気を付けながら、接続語を適切に使って文章を書くことができたか。 

・推敲場面で自分や友達の力を借りて間違いを正し、最終的に目的にあった文章を書くことができたか。 

  



７．板書計画 
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。
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の
な
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）

５ 分 

先
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い
。

こ
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な
「
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つ
め
い
文
」
で
は
、
王
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ま
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２ ０ 分 
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・
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友
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書
い
て
い
け

ば
、
す
ご
い
説
明
文
に
な
り
ま
す
。

○
こ
の
よ
う
に
、
説
明
文
は
、
い
ろ
い
ろ
な
く
ふ
う
を
す
れ
ば
、
と
て

も
上
手
に
書
く
こ
と
が
で
き
て
、
三
年
一
組
の
み
ん
な
が
「
説
明
王
」

に
な
れ
る
の
で
す
。

王（神）にな

ったら、 

ミニ先生！

○
牛
に
ゅ
う
は
、
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
の
く
ふ
う
が
あ
り
ま
す
。 

○
さ
と
う
や
ク
リ
ー
ム
を
ま
ぜ
て
食
べ
る
く
ふ
う
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス

三
十
度
ま
で
こ
お
ら
せ
る
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。 

○
た
ま
ご
や
さ
と
う
を
ま
ぜ
て
食
べ
る
く
ふ
う
が
あ
り
ま
す
。あ
た
た
め
て
、

む
し
や
き
に
し
た
後
に
冷
や
す
と
、
プ
リ
ン
に
な
り
ま
す
。 

○
に
ゅ
う
さ
ん
き
ん
の
力
を
か
り
て
ち
が
う
食
品
に
す
る
く
ふ
う
も
あ
り
ま

す
。
に
ゅ
う
さ
ん
き
ん
や
こ
う
そ
を
く
わ
え
、
水
分
を
と
り
の
ぞ
く
と
、
チ

ー
ズ
に
な
り
ま
す
。 

○
牛
に
ゅ
う
は
、い
ろ
い
ろ
な
す
が
た
に
な
っ
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

③
先
生
チ
ェ
ッ
ク



８．児童席、場の設定 
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書き終わった児童の 
交流スペース 

ホワイトボード 

ホワイトボード 

児童席 

教師の支援スペース 



す
が
た
を
か
え
る
大
豆    

国
分 

牧
衛 

 
わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
食
事
に
は
、肉
・や
さ
い
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ざ
い
り
ょ
う
が
調
理
さ
れ
て
出
て
き

ま
す
。そ
の
中
で
、ご
は
ん
に
な
る
米
、パ
ン
や
め
ん
類

に
な
る
麦
の
他
に
も
、多
く
の
人
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
口

に
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。な
ん
だ
か
分
か
り
ま

す
か
。そ
れ
は
、大
豆
で
す
。大
豆
が
そ
れ
ほ
ど
食
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、意
外
と
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。大
豆
は
、い
ろ
い

ろ
食
品
に
す
が
た
を
か
え
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
気
づ
か
れ
な

い
の
で
す
。 

大
豆
は
、ダ
イ
ズ
と
い
う
植
物
の
た
ね
で
す
。え
だ

に
つ
い
た
さ
や
の
中
に
、二
つ
か
三
つ
の
た
ね
が
入
っ
て

い
ま
す
。ダ
イ
ズ
が
十
分
に
育
つ
と
、さ

や
の
中
の
た
ね
は
か
た
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、わ
た
し
た
ち
が
知
っ
て
い
る

大
豆
で
す
。か
た
い
大
豆
は
、そ
の
ま

ま
で
は
食
べ
に
く
く
、消
化
も
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、昔
か
ら
い
ろ
い

ろ
手
を
く
わ
え
て
、お
い
し
く
食
べ
る

く
ふ
う
を
し
て
き
ま
し
た
。 

  

い
ち
ば
ん
分
か
り
や
す
い
の
は
、大

豆
を
そ
の
形
の
ま
ま
い
っ
た
り
、に
た

り
し
て
、や
わ
ら
か
く
、お
い
し
く
す
る

く
ふ
う
で
す
。い
る
と
、豆
ま
き
に
使
う

豆
に
な
り
ま
す
。水
に
つ
け
て
や
わ
ら

か
く
し
て
か
ら
に
る
と
、に
豆
に
な
り

ま
す
。正
月
の
お
せ
ち
り
ょ
う
り
に
使

わ
れ
る
黒
豆
も
、に
豆
の
一
つ
で
す
。に

豆
に
は
、黒
、茶
、白
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な

色
の
大
豆
が
使
わ
れ
ま
す
。 

  

次
に
、こ
な
に
ひ
い
て
食
べ
る
く
ふ
う

が
あ
り
ま
す
。も
ち
や
だ
ん
ご
に
か
け

る
き
な
こ
は
、大
豆
を
い
っ
て
、こ
な
に

ひ
い
た
も
の
で
す
。 

  

ま
た
、大
豆
に
ふ
く
ま
れ
る
大
切
な

え
い
よ
う
だ
け
を
取
り
出
し
て
、ち
が

う
食
品
に
す
る
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。

大
豆
を
一
ば
ん
水
に
ひ
た
し
、な
め
ら 

  

か
に
な
る
ま
で
す
り
つ
ぶ
し
ま
す
。こ
れ
に
水
を
く
わ

え
て
、か
き
ま
ぜ
な
が
ら
熱
し
ま
す
。そ
の
後
、ぬ
の
を

使
っ
て
中
身
を
し
ぼ
り
出
し
ま
す
。し
ぼ
り
出
し
た
し

る
に
に
が
り
と
い
う
も
の
を
く
わ
え
る
と
、か
た
ま
っ
て
、

と
う
ふ
に
な
り
ま
す
。 

  

さ
ら
に
、目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生

物
の
力
を
か
り
て
、ち
が
う
食
品
に
す

る
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン

の
力
を
か
り
た
の
が
、な
っ
と
う
で
す
。

む
し
た
大
豆
に
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン
を
く
わ

え
、あ
た
た
か
い
場
所
に
一
日
近
く
お

い
て
作
り
ま
す
。コ
ウ
ジ
カ
ビ
の
力
を
か

り
た
も
の
が
、み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
で
す
。

み
そ
を
作
る
に
は
、ま
ず
、む
し
た
米
か

麦
に
コ
ウ
ジ
カ
ビ
を
ま
ぜ
た
も
の
を
用

意
し
ま
す
。そ
れ
と
、し
お
を
、に
て
つ

ぶ
し
た
大
豆
に
く
わ
え
て
ま
ぜ
合
わ
せ

ま
す
。ふ
た
を
し
て
、風
通
し
の
よ
い
暗
い
所
に
半
年

か
ら
一
年
の
間
お
い
て
お
く
と
、大
豆
は
み
そ
に
な
り

ま
す
。し
ょ
う
ゆ
も
、よ
く
に
た
作
り
方
を
し
ま
す
。 

  

こ
れ
ら
の
他
に
、と
り
入
れ
る
時
期
や

育
て
方
を
く
ふ
う
し
た
食
べ
方
も
あ
り

ま
す
。ダ
イ
ズ
を
、ま
だ
わ
か
く
て
や
わ

ら
か
い
う
ち
に
と
り
入
れ
、さ
や
ご
と
ゆ

で
て
食
べ
る
の
が
、
え
だ
豆
で
す
。
ま

た
、ダ
イ
ズ
の
た
ね
を
、日
光
に
当
て
ず

に
水
だ
け
を
や
っ
て
育
て
る
と
、も
や

し
が
で
き
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
、大
豆
は
い
ろ
い
ろ
な

す
が
た
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。他
の

作
物
に
く
ら
べ
て
、こ
ん
な
に
多
く
の
食
べ
方
が
く
ふ

う
さ
れ
て
き
た
の
は
、大
豆
が
味
も
よ
く
、畑
の
肉
と

い
わ
れ
る
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
え
い
よ
う
を
ふ
く
ん
で

い
る
か
ら
で
す
。そ
の
う
え
、や
せ
た
土

地
に
も
強
く
、育
て
や
す
い
こ
と
か
ら
、

多
く
の
ち
い
き
で
植
え
ら
れ
た
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。大
豆
の
よ
い
と
こ
ろ
に

気
づ
き
、食
事
に
取
り
入
れ
て
き
た
昔

の
人
々
の
ち
え
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
す
。 

名前 



すがたをかえる大豆  全体こうせい図                     名前（                ） 

 

終わり 中 はじめ 
こ
う
成 

⑧  ⑦   ⑥   ⑤   ④  ③      ②     ① 
段
落 

   

こ
の
よ
う
に
、 

          

い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
の
は 

  

次
に
、 

   

ま
た
、 

   

さ
ら
に
、 

   

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、 

      
 

               

書
か
れ
て
い
る
こ
と 

大
豆
の
よ
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、
食
事
に
取
り
入
れ
て
き
た
昔
の
人
々
の
ち
え
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。 

  

か
た
い
大
豆
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
食
べ
に
く
い
。
消
化
も
よ
く
な
い
。 

い
る
→
豆
ま
き
の
豆 

い
っ
て
か
ら
ひ
く
→
き
な
こ 

話
題
「
大
豆
」 

ほ
と
ん
ど
毎
日
口
に
し
て
い
る
も
の 

い
ろ
い
ろ
な
食
品
に
す
が
た
を
か
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
気
づ
か
れ
な
い
。 

「
大
豆
」
の
せ
つ
め
い 

昔
か
ら
手
を
く
わ
え
て
、
お
い
し
く
食
べ
る
く
ふ
う
を
し
て
き
た
。 

事
例 

に
る
→
に
豆
（
黒
豆
） 

お
い
し
く
食
べ
る
く
ふ
う 

くふうは５つ 

つなぐ言葉 
食品は９つ 

え
い
よ
う
を
取
り
出
し
て
、 

 
 

 
 

 
 

 

ち
が
う
食
品
に
す
る 

小
さ
な
生
物
の
力
を
か
り
て
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち
が
う
食
品
に
す
る 

取
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方
を
く
ふ
う
す
る 

筆
者
の
主
張 

い
ろ
い
ろ
な
す
が
た
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
。 

味
が
よ
い 

た
く
さ
ん
の
え
い
よ
う 

育
て
や
す
い 

「問い」はない 



① 題名「いろいろなすがたにへんしんする  」 

はじめ、中、終わりに分けてへんしん！
「はじめ」は、話題。 
「中」は、事例（３つに分けてみよう） 
「おわり」は、まとめを書く。 

事例を書くじゅんばんに気をつけて！
どのようなじゅんばんにしたら、 
読む人に、わかりやすくつたわるかな？ 

つなぎ言葉を使って、へんしん！
段落のはじめに使ってみよう。 
「まず」、「つぎに」、「さらに」、「このように」 

しりょうの中から、ひつような言葉をえらぶ
出だしの文や見出しの文からさがしてみよう。 
おいしく食べるくふうを見つけてみよう。 

名前 

事例のじゅんばんに気をつけてへんしん！
どんなじゅんばんだったら、読む人にわかりやすいか、

考えてみよう。 
くふうがかんたんなものから、ふくざつな 
もののじゅんばんで書く。 

はじめ のことば： 

中① つなぎ言葉（  ） へんしんしたもの： 

へんしんしの方法（くふう）： 

作り方のせつめい： 

中② つなぎ言葉（  ） へんしんしたもの： 

へんしんしの方法（くふう）： 

作り方のせつめい： 

中③ つなぎ言葉（ ） へんしんしたもの： 

へんしんしの方法（くふう）： 

作り方のせつめい： 

終わり まとめのことば：つなぎ言葉（ ） 

説明文を書く前に、自分の書き

たいことをまとめよう。 

（組み立てメモ）へんしんっ！ 

ほかにもないかな？
「また」、「これらの他に」、「いちばん分かり

やすいのは」、「たとえば」、「れいをあげると」、

「れいの一つ目は」・・・いろいろあるね 

しりょうはクラスルームにあるよ
自分で調べたいしりょうをえらぼう。 

【大豆、米、とうもろこし、麦、牛乳、魚】 

しりょうの中の「見出し」に注目すると 

作り方が書けるよ。 
（例） 
「油をひいて熱をくわえる」 
「こげないようにゆする」 

⇒「油をひいてねつをくわえます。こげないように

ゆすると、みがはじけてポップコーンになります。」 



名
前
（

）

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 ３ ２ １ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

270 

 18 

写真③ 

説
明
神
に
な
る
た
め
の
、
６
こ
う
も
く

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

自
分
チ
ェ
ッ
ク

友
だ
ち
チ
ェ
ッ
ク

１

□
「
中
①
～
③
」
の
だ
ん
落
で
は
、
中
心
の
文
を
先
に
書
い
た
か
。

①

□

□

□

２

□
「
書
く
じ
ゅ
ん
番
」
は
、
「
か
ん
た
ん
な
も
の
」
か
ら
書
い
た
か
。

②

□

□

□

３

□
「
書
く
じ
ゅ
ん
ば
ん
」
を
表
す
「
せ
つ
ぞ
く
語
」
を
使
っ
た
か
。

③

□

□

□

４

□
「
だ
ん
落
」
の
は
じ
ま
り
は
、
一
マ
ス
あ
け
て
書
い
て
い
る
か
。（
○
五
つ
）

④

□

□

□

５

□
「
せ
つ
め
い
文
」
に
あ
う
よ
う
な
写
真
を
え
ら
ん
で
は
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

⑤

□

□

□

６

□
「
時
間
内
」
に
書
き
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

先
生
チ
ェ
ッ
ク

写真② 写真① 

１人目 

２人目 

３人目 



名
前
（

）

４ ３ ２ １ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

はじめ 中① 中② 中③ 終わり 

写真③ 写真② 写真① 

説
明
王
に
な
る
た
め
の
、
６
こ
う
も
く

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

自
分
チ
ェ
ッ
ク

友
だ
ち
チ
ェ
ッ
ク

１

□
「
中
①
～
③
」
の
だ
ん
落
で
は
、
中
心
の
文
を
先
に
書
い
た
か
。

①

□

□

□

２

□
「
書
く
じ
ゅ
ん
番
」
は
、
「
か
ん
た
ん
な
も
の
」
か
ら
書
い
た
か
。

②

□

□

□

３

□
「
書
く
じ
ゅ
ん
ば
ん
」
を
表
す
「
せ
つ
ぞ
く
語
」
を
使
っ
た
か
。

③

□

□

□

４

□
「
だ
ん
落
」
の
は
じ
ま
り
は
、
一
マ
ス
あ
け
て
書
い
て
い
る
か
。（
○
五
つ
）

④

□

□

□

５

□
「
せ
つ
め
い
文
」
に
あ
う
よ
う
な
写
真
を
え
ら
ん
で
は
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

⑤

□

□

□

６

□
「
時
間
内
」
に
書
き
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

先
生
チ
ェ
ッ
ク

１人目 

２人目 

３人目 



名
前
（

）

４ ３ ２ １ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

に 8 

は 9 

 10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

４ ３ ２ １ 

ま 

ず 

 

４ ３ ２ １ 

次 

に 

 

４ ３ ２ １ 

さ 

ら 

に 

 

４ ３ ２ １ 

こ 

の 

よ 

う 

に 

 

はじめ 中① 中② 中③ 終わり 

写真③ 写真② 写真① 

説
明
王
に
な
る
た
め
の
、
６
こ
う
も
く

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

自
分
チ
ェ
ッ
ク

友
だ
ち
チ
ェ
ッ
ク

１

□
「
中
①
～
③
」
の
だ
ん
落
で
は
、
中
心
の
文
を
先
に
書
い
た
か
。

①

□

□

□

２

□
「
書
く
じ
ゅ
ん
番
」
は
、
「
か
ん
た
ん
な
も
の
」
か
ら
書
い
た
か
。

②

□

□

□

３

□
「
書
く
じ
ゅ
ん
ば
ん
」
を
表
す
「
せ
つ
ぞ
く
語
」
を
使
っ
た
か
。

③

□

□

□

４

□
「
だ
ん
落
」
の
は
じ
ま
り
は
、
一
マ
ス
あ
け
て
書
い
て
い
る
か
。（
○
五
つ
）

④

□

□

□

５

□
「
せ
つ
め
い
文
」
に
あ
う
よ
う
な
写
真
を
え
ら
ん
で
は
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

⑤

□

□

□

６

□
「
時
間
内
」
に
書
き
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

先
生
チ
ェ
ッ
ク

１人目 

２人目 

３人目 

、

、、

、

、



回数 音読した日 読んだところ ふりかえり 

１   日 
①ぜんぶ
②１〜４か５〜８ A・Ｂ・Ｃ 

２   日 
①ぜんぶ
②１〜４か５〜８ A・Ｂ・Ｃ

３ 日 
①ぜんぶ
②１〜４か５〜８ A・Ｂ・Ｃ

４ 日 
①ぜんぶ
②１〜４か５〜８ A・Ｂ・Ｃ 

５   日 
①ぜんぶ
②１〜４か５〜８ A・Ｂ・Ｃ

６   日 
オクリンクプラス
に動画をおくる！ 

①音読した日づけを書く。

②「ぜんぶ読む」か、段落「１～４」、「５～８」をえらぶ。

③かならず、家の人に聞いてもらいながら音読する。

④自分でふりかえる。（○をつける）

Ａ→すらすら読めた Ｂ→だいたい読めた

Ｃ→なんとか読めた

音
読
王
に
も 

名前 



 

 

 

説明王に、全員がなる！～神もあるよ～ 

～食べ物変身文を書こう～ 

３ 

・じゅんばんにのべられている段落
の役わりについて理かいする。

⑧資料を読み、はじめて知ったことや感想を伝える。

⑦筆者の説明のくふうのしかたについて話し合う。

・ 筆者の説明のくふうについて読み取る
ことができる。

①「すがたをかえる大豆」を読み、はじめて知ったこと、ぎ問や
おどろきについての感想を書く。

②単元全体のめあてと見通しをもつ（ラーニングマウンテン）

③段落ごとの大まかな内容をつかむ。（全体こうせい図）

⑩変身文を書くための「組み立てメモ」を書く。

 

⑤～⑥ 「中・終」の事例の内容を、こまかく読み取る。

④説明文全体のこうせいをつかむ。～俯瞰読み～

 

すがたをかえる大豆、食べ物のひみつを教えます 

・「すがたをかえる大豆」で学んだ
ことを生かして、「食べ物変身文」を
書くことができる。

〇時間てきなじゅんじょを考えながら、文のないようがわか
ったかな。 

〇文の中のたいせつなことばや文をえらぶことができたかな。 

６ 

４ 

１３ 

時間 

「こまを楽しむ」…説明文の型や全体構成、事例や筆者の主張のとらえかたを学んだ。 
「食べるのはどこ」…投げ込み教材として、説明文の全体構成のとらえかたを学んだ。 

⑪書き方に気を付けて、変身文を書く。

⑫発表会をひらき、友達と感想を伝え合う。

⑬学習をふりかえる。

⑨変身文に書き表すための、材料集めをする。




